
 

 

 

 

 

平成２２年７月１５日 

各   位 

会 社 名        株 式 会 社    さ い か 屋 

代 表 者   取締役社長兼社長執行役員 岡本 洋三 

  （コード番号 ８２５４ 東証第２部） 

問 合 せ 先    執行役員経理部長   足立  進 

（TEL.  ０４４－２１１－３１５７） 

 

 

業績予想（連結・個別）の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

当社グループは、平成２２年４月１４日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正を行うとともに、平成２３

年２月期第１四半期連結累計期間（平成２２年３月１日～平成２２年５月３１日）において特別損失を計上いたしま

すのでお知らせいたします。 

 

 

記 

１．業績予想の修正について 

平成２３年２月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正(平成２２年３月１日～平成２２年８月３１日)    

（単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

四 半 期 

純 利 益 

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ２３，７８０ １２０ △８０ ６，７８０ ２１１円４８銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ２４，３００ ４１０ １８０ ７，０９０ ２２４円９４銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ５２０ ２９０ ２６０ ３１０ ―

増 減 率（％） ２．２ ２４１．７ ― ４．６ ―

前期（平成２２年２月期第２四半期）実績 ２９，１７０ ７５  △１５８ △５，９５１ △１８４円９８銭

                                                   

平成２３年２月期通期連結業績予想数値の修正(平成２２年３月１日～平成２３年２月２８日) 

                                       （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４６，１９０ ５００ １００  ６，６５０ ２０７円４３銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ４５，５００ ６７０  ２６０ ７，１６０ ２２７円１６銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６９０ １７０ １６０ ５１０ ―

増 減 率（％） △１．５ ３４．０ １６０．０ ７．７ ―

前期（平成２２年２月期）実績 ５７，１４６ ２７５ △１９９ △１０，６３３ △３３１円６６銭
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平成２３年２月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成２２年３月１日～平成２２年８月３１日） 

                                           （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

四 半 期 

純 利 益 

1 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ２３，７５０ １２０ △５０ ６，８２０ ２１２円７２銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ２４，３００ ４１０ ２２０ ７，１４０ ２２６円５３銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ５５０ ２９０ ２７０ ３２０ ―

増 減 率（％） ２．３ ２４１．７ ― ４．７ ―

前期（平成２２年２月期第２四半期）実績 ２８，６２１ ３５ △１８９ △５，４８６ △１７０円５５銭

 

平成２３年２月期通期個別業績予想数値の修正(平成２２年３月１日～平成２３年２月２８日) 

                                           （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ４６，１５０ ４９０ １３０ ６，６９０ ２０８円６７銭

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ４５，５００ ６７０ ２９０ ７，２００ ２２８円４３銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６５０ １８０ １６０ ５１０ ―

増 減 率（％） △１．４ ３６．７ １２３．１ ７．６ ―

前期（平成２２年２月期）実績 ５６，１４９ ２０４ △２５６ △１０，１７８ △３１７円５０銭

 

修正の理由 

（連結） 

連結の業績予想の修正につきましては、一部閉館に伴うセールや商品構成の見直しによる新規テナント

の導入及びローコストオペレーションなどにより、営業店舗の収益が順調に推移し、第２四半期連結累計

期間において売上高５億２千万円、営業利益２億９千万円、経常利益２億６千万円、四半期純利益３億１

千万円それぞれ前回予想を上回る見通しとなりました。 

通期においては、営業利益、経常利益、純利益ともに前回予想を上回る見通しです。一方、売上高は、

契約形態の変更があるため、商品売上が賃料収入に置き換わっていく事などから前回予想を下回る見込で

あります。 

（個別） 

個別の業績予想の修正につきましては、連結と同様の理由により、第２四半期累計期間において売上高

５億５千万円、営業利益２億９千万円、経常利益２億７千万円、四半期純利益３億２千万円とそれぞれ前

回予想を上回る見通しとなりました。 

 通期においては、連結と同様の理由により売上高は前回予想を下回りますが、営業利益、経常利益、純

利益ともに前回予想を上回る見通しです。 

 

２．特別損失の計上について 

 事業再生計画に基づき実施する費用を事業構造改善費用として、見積り可能額を前期末に計上しており

ます。当第１四半期連結累計期間において横須賀店の一館体制への移行などに伴う固定資産除却損をはじ

めとした費用のうち見積りが可能となった２１０百万円を追加計上いたします。今後、事業構造改善費用

として計上すべき費用が発生もしくは見積りが可能となった場合は速やかに計上を行う予定です。また、

事業再生計画に基づいて売却を行った投資有価証券の売却損２４百万円も特別損失として計上いたします。 

 

※上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 
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